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今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

極
め
て
多
大
な
影
響
に
鑑
み
、
５
月
27
日
（
水
）

に
予
定
し
て
い
た
京
都
府
商
工
会
連
合
会
第
57

回
定
時
総
会
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
よ
る
議
決

権
行
使
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

提
案
し
た
議
案
は
、

  

第
１
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
承
認
の
件

　

第
２
号
議
案　

令
和
元
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事

業
の
事
業
報
告
及
び
決
算
承
認
の
件

　

第
３
号
議
案　

役
員
の
一
部
改
正
の
件

の
３
件
で
あ
り
、
全
て
が
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
以
下
の
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
に
立
ち
上

げ
た
基
本
計
画
策
定
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
策
定

に
関
す
る
委
員
会
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
等
で

議
論
を
継
続
し
て
進
め
て
き
た
結
果
、
設
定
し

た
商
工
会
ビ
ジ
ョ
ン
に
紐
付
く
基
本
戦
略
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
結
び
付
け
、
か
ね
て

か
ら
の
懸
案
で
あ
る
職
員
の
人
事
一
元
化
に
つ
い

て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現

状
整
理
を
踏
ま
え
て
問
題
の
共
有
、
課
題
対
策

の
立
案
に
つ
な
げ
、
次
年
度
の
行
動
計
画
が
明

確
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
同
様
に
懸
案
と
な
っ
て
い
る
職
員
の
人

事
評
価
制
度
に
お
い
て
は
、
府
内
の
す
べ
て
の
商

工
会
を
巻
き
込
み
試
行
に
結
び
付
け
、
本
格
実

施
に
向
け
て
足
掛
か
り
を
築
き
、
次
年
度
は
評

価
項
目
を
改
め
て
見
直
し
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
者
へ
の
伴
走
支
援
を
さ
ら
に
促

進
し
て
い
く
た
め
、
専
門
家
派
遣
事
業
に
も
力

を
注
い
で
ま
い
り
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
事

業
の
ほ
か
、
ミ
ラ
サ
ポ
、
消
費
税
転
嫁
対
策
窓

口
相
談
等
事
業
、
革
新
的
企
業
支
援
顕
彰
事
業

後
押
し
支
援
事
業
等
の
様
々
な
制
度
を
有
効
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
連
合
会
の
相
談
窓
口

京都府商工会
壮青年部
通常総会（書面議決）

を
一
本
化
し
、
支
援
要
請
内
容
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
に
振
り
分
け
て
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
個
別
の
事
業
者
へ
の
支
援
事
業

を
よ
り
充
実
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
国
の
「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
や
、
府
の
「
中

小
企
業
知
恵
の
経
営
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
金
」

及
び｢

消
費
税
率
引
上
げ
対
策
支
援
事
業
補
助

金｣

の
活
用
を
促
進
し
、
事
業
者
の
売
り
上
げ

拡
大
や
利
益
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
機
に
、
国

の
補
助
金
に
よ
り
実
施
し
た
消
費
税
軽
減
税
率

対
応
窓
口
相
談
等
支
援
事
業
に
お
い
て
、
事
業

者
向
け
講
習
会
を
延
べ
56
回
、
専
門
家
派
遣
支

援
を
延
べ
213
回
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
多
数
の

事
業
者
の
利
用
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
２
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
迅
速
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
中
小
企
業
支
援
対
策
特
別

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
販
路
開
拓
等
の
事
業
と
し
て
は
、

特
産
品
等
販
路
開
拓
支
援
事
業
と
し
て
、｢

Ｆ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｘ 

関
西
２
０
１
９ 

（
地
域
食
品
ブ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ア
）｣

と｢

も
う
ひ
と
つ
の
京
都
セ
レ
ク
ト

商
談
会｣

に
出
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
504
件
と
24
件

と
い
う
多
数
の
商
談
件
数
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
組
織
強
化
の
た
め
部
会
事
業
に

も
力
を
注
ぎ
、
青
年
部
・
女
性
部
に
加
え
て
、

新
た
に
壮
青
年
部
を
立
ち
上
げ
、
２
回
の
事
業

研
究
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
３
号
議
案
で
は
、
前
専
務
理
事
の

高
石
佳
文
氏
の
後
任
と
し
て
、
京
都
府
Ｏ
Ｂ
の

西
村
紀
寛
氏
が
理
事
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
に

沖
田
会
長
に
よ
り
専
務
理
事
に
選
任
、
新
た
な

役
員
体
制
で
今
後
の
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。　

京都府商工会
青年部連合会
通常総会（書面議決）

第
57
回 

通
常
総
会 

開
催

【経営支援員等】 令和2年4月1日付け

氏　名 令和２年度所属
（４月１日配置先）

令和元年度所属
（３月31日） 備　考

小　玉　晃　久 京丹波町商工会 長岡京市商工会

野々松　秀　明 南 丹 市 商 工 会 京 都 府 商 工
会 連 合 会

小　林　康　夫 長岡京市商工会 京 都 府 商 工
会 連 合 会

奥　川　貴　也 長岡京市商工会 新規採用者
津　田　純　子 八 幡 市 商 工 会 井 手 町 商 工 会

鵜ノ口　眞　司 久御山町商工会 京 都 府 商 工
会 連 合 会

木　本　弘　美 井 手 町 商 工 会 長岡京市商工会
古　田　孝　之 木津川市商工会 南 丹 市 商 工 会
宮　原　全　寛 木津川市商工会 八 幡 市 商 工 会
小水流　和　人 木津川市商工会 新規採用者
坊　　　直　光 和 束 町 商 工 会 木津川市商工会

眞　鍋　貴　志 和 束 町 商 工 会 京 都 府 商 工
会 連 合 会

西　出　夏　枝 精 華 町 商 工 会 和 束 町 商 工 会
北　西　孝　司 南山城村商工会 南山城村商工会 継続雇用

岡　村　彰　文 京 都 府 商 工
会 連 合 会 久御山町商工会

樋　口　剛　志 京 都 府 商 工
会 連 合 会 京丹波町商工会

山　下　規　夫 京 都 府 商 工
会 連 合 会 木津川市商工会

辻　　　明　美 京 都 府 商 工
会 連 合 会 精 華 町 商 工 会

【退職者】 令和2年3月31日付け

氏　名 令和元年度所属 旧職等 備　考
竹　谷　保　廣 和 束 町 商 工 会 経 営 支 援 員
柴　田　広　治 京田辺市商工会 経 営 支 援 員
駒　　　百　子 木津川市商工会 経 営 支 援 員

全
国
連
正
副
会
長
、
梶
山
経
産
大
臣
と
の

緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
！

要望に応える
梶山弘志経済産業大臣

定期人事異動

　

５
月
１
日
（
金
）、
梶
山
弘
志
経
済
産

業
大
臣
に
対
し
、
全
国
連
の
森
義
久
会
長

（
鹿
児
島
県
）、
沖
田
康
彦
副
会
長
（
京
都

府
）、
荒
尾
孝
司
副
会
長
（
北
海
道
）、
城

戸
津
紀
雄
副
会
長
（
福
岡
県
）
が
と
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
し
、
地
域
の
小

規
模
事
業
者
の
窮
状
を
訴
え
、
地
域
経
済

が
崩
壊
し
か
ね
な
い
と
の
極
め
て
強
い
危

機
感
を
示
し
た
う
え
で
、
資
金
繰
り
対
策

の
着
実
な
実
行
、
持
続
化
給
付
金
の
追
加

給
付
及
び
要
件
緩
和
、
持
続
化
補
助
金
の

補
助
率
引
き
上
げ
、
飲
食
業
等
の
消
費
喚

起
策
の
実
施
、
商
工
会
の
支
援
体
制
強
化

等
の
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
梶
山
経
済
産
業
大
臣
か

ら
は
、
４
月
30
日
に
補
正
予
算
が
成
立
し
、

持
続
化
給
付
金
、
民
間
金
融
機
関
に
お
け

る
実
質
無
利
子
・
無
担
保
で
の
融
資
、
持

続
化
補
助
金
コ
ロ
ナ
特
別
枠
で
の
概
算
払

い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
こ
と
が
な

い
大
胆
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た

の
で
、
ま
ず
は
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

状
況
に
応
じ
た
利
用
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
足
り
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
小
規
模
事
業
者
等
の
声
を
聞
い
て
対

応
し
た
い
と
の
力
強
い
発
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
ね
て
、
大
臣
か
ら
、
困
難
な

状
況
の
中
、
使
命
感
を
も
っ
て
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し
て

い
る
商
工
会
の
現
場
の
職
員
に
対
す
る
労

い
と
と
も
に
、
今
後
と
も
十
分
な
感
染
防

止
策
を
講
じ
た
上
で
の
支
援
の
実
施
協
力

に
つ
い
て
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
連
、
京
都
府
連
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
各
地
域
か
ら
要
望
を
上
げ

て
い
た
だ
き
、
経
済
産
業
省
や
京
都
府
等

へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

意
見
、
ご
要
望
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
記
は
、
こ
の
緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
の
主
な
や
り
と
り
で
す
。

オンライン会議に向かう
沖田康彦京都府連会長

（全国連副会長）

全
国
連
正
副
会
長
、
梶
山
経
産
大
臣
と
の

緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
！

（森会長挨拶）
・	 	国におかれては、資金繰り対策や持続化給付金など矢継ぎ早に対策を講じていただいているが、
それらを地域の事業者に対して一早く対応するのが我々商工会の役目。

・	 	飲食・観光等、売上げが減少。先行きが見通せないため不安。地域で使える食事券（クーポン券）
やプレミアム商品券等への補助を実施していただくなど、早急に地域経済を立直す策を講じて
いただきたい。

（沖田副会長からの要望等）
・	 ３月・４月の商工会への金融相談件数は急増。
・	 	飲食・観光・サービス業は日々の売上が急減し、製造・建設業も資材等の不足等から仕事の受注・
販売が減少。

・	 私の京都府の北部は、天橋立を中心とした観光で成り立っている面もあり、GWは全店で休業。
・	 	今は、一早く資金を受け取れることが重要と思っている。公庫の融資実行はかなり時間がかかっ
ており、窓口には相談が殺到し、電話も繋がらない状況。

・	 	対策はたくさん用意されているが、それを実施する現場で目詰まりがおこっている。人員の増員、
書類の簡素化を図り、１日も早く送金できる体制を。

・	 	民間金融機関に対しても迅速な融資実行について、各金融機関の支店レベルまで徹底されるよ
う金融庁とも連携して指導をお願いしたい。

・	 	雇用調整助成金についても、所管は違うが、日額上限8,330円では足りないので、額の引上げを
お願いしたい。

（荒尾副会長からの要望等）
・	 	持続化給付金の対象は売上が半減した事業者となっているが、頑張って営業して売上の減少を
最小限に食い止めている事業者は、要件を満たさず支給されないので、改善されたい。また、
更に長期化するようであれば、１回限りでは足りない。

・	 	持続化補助金について、売上が急減し、回復の見通しが立たない状況では、１/３の自己負担
をしてまで申請することに躊躇している事業者は少なくない。コロナ特別枠については、補助
率を４/５に引き上げていただきたい。

・	 	補正予算では、コロナ感染の終息後にGo	Toキャンペーンを実施するようであるが、できるも
のは前倒しして実施していただきたい。

（城戸副会長からの要望等）
・	 	商工会には、コロナ対策関連施策の相談が多数。特に金融相談が増加。金融相談は、返済計画
を含めた資金繰りを見ていくので相談時間がかかる案件。商工会の現場でも人手不足が深刻化
しているので、早急に人員増員の対策を講じてほしい。経営指導員OBなども活用していきた
いと考えている。

・	 地域で小規模事業者に寄り添って支援しているのは商工会。是非とも対応を。

令和２年度 府内商工会定期人事異動等一覧

　

令
和
２
年
度
の
通
常
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面

議
決
と
な
り
、
原
案
ど
お
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
青
年
部
主
張
発
表
大

会
は
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

 

議 

案第 １
号
議
案　

令
和
元
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

の
承
認
の
件

第 

２
号
議
案　

令
和
２
年
度

事
業
計
画（
案
）及
び
収

支
予
算（
案
）の
決
定
の
件

第 

３
号
議
案　

令
和
２
年
度

会
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方

法
決
定
の
件

第 

４
号
議
案　

役
員
辞
任
に

伴
う
補
欠
選
任
の
件

　

令
和
２
年
度
の
通
常
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面

議
決
と
な
り
、
原
案
ど
お
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

議 

案第 １
号
議
案　

令
和
元
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

書
承
認
の
件

第 

２
号
議
案　

令
和
２
年
度

事
業
計
画（
案
）及
び
収

支
予
算（
案
）の
件

第 

３
号
議
案　

令
和
２
年
度

会
費
の
賦
課
額
及
び
徴
収

方
法
決
定
の
件

　

令
和
２
年
度
の
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

書
面
議
決
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急

事
態
の
も
と
で
の
実
施
で
し
た
が
、
商
工
会

女
性
部
長
を
は
じ
め
部
員
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
提
案
し
た
全
て
の
議
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
開
催
予
定
だ
っ
た
「
全
国

大
会
in
お
お
い
た
」
及
び
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
」
が
延
期

と
な
っ
た
こ
と
に
併
い
、
例
年
、
通
常
総
会

開
催
日
に
実
施
す
る
府
内
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
大
会
に
つ
い
て
も
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

 

議 

案第 1
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
承
認
の
件

第 

2
号
議
案　

令
和
２
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）決
定
の
件

第 

3
号
議
案　

令
和
２
年
度
会
費
賦
課

額
及
び
納
入
方
法
決
定
の
件
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◆京都府の事業所向け相談窓口

窓口の名称 概 要 電話番号等

中小企業緊急経営支援コー
ルセンター

【５月１日設置】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業等の相談
に対応するため、中小企業診断士と（公財）京都産業21の職員
が常駐し、各種支援制度や申請手続きを電話やメールにて案内

電話：0120-555-182
メール：keieicall@ki21.jp（土日祝含９:00～17:00）

中小企業雇用継続緊急支援
センター

【５月11日設置】

雇用調整助成金が速やかに給付されるよう京都府と京都労働局と
連携し、申請アドバイスから申請受理までの一貫支援を行う窓口

（京都テルサ内に設置）
電話：075-682-2233（平日９:00～17:00）

【国の制度】
名 称 給付金の概要 給付額

持続化給付金
【５月１日
　受付開始】

新型コロナウイルス感染症
の影響により売上が前年同
月比▲50%以上減少した、
中堅企業、中小企業、小規
模事業者、フリーランスを
含む個人事業主に対して、
事業全般に広く使える給付
金を支給。

前年の総売上
（事業収入）－（前年同月
比▲50％月の売上×12ケ
月）により算出した額
給付上限額：法人200万円、
個人事業者100万円

※WEB 上での電子申請 https://www.jizokuka-kyufu.jp/
【相談先】
持続化給付金事業コールセンター
TEL：0120-115-570（土日祝含む８:30～19:00）

「申請サポート会場 電話予約窓口」
TEL：0570-077-866（受付時間：平日、土日祝日ともに、9時～18時）

【国の制度】
「小規模事業者持続化補助金」
については、８Ｐに記載してお
りますので、そちらを参照願い
ます。

【京都府の制度】　府の制度【令和２年５月１日受付開始】

名称 要件 売上減少率 利率 保証料 融資限度額 融資期間 備考

新型コロナウイ
ルス感染症対応
資金

セーフティネット保証
４号、５号または危機
関連保証の市町村長の
認定

-------- 0.9％ 0.85％

３千万円 10年以内
(据置５年以内)

要件確認のため
市町村長の認定
が必要

個人事業主
売上高▲５％ 無利子（３年間） 負担無

小・中規模事業者
売上高▲５％ 0.9％ 保証料１/２

小・中規模事業者
売上高▲15％ 無利子（３年間） 負担無

【相談先】新型コロナウイルス感染症対応緊急資金の「取扱金融機関」

【国の制度】　府の制度【令和２年５月１日受付開始】

名 称 要件等 利子 融資限度額 融資期間 備考

①新型コロナウイルス感染症特別貸付 売上高▲５％
中小事業 1.11％
(当初３年 0.21％)
国民事業 1.36％
(当初３年 0.46％）

中小事業３億円
国民事業６千万円

設備20年以内
運転15年以内 実質無利子となる利子補

給制度を構築中

②新型コロナウイルス対策マル経融資 売上高▲５％ 1.21％
(当初３年0.31％)

１千万円
(通常分とは別枠)

設備10年以内
運転７年以内

【相談先】①日本政策金融公庫（事業資金相談ダイヤル）0120-154-505　②日本政策金融公庫（事業資金相談ダイヤル）0120-154-505 又は各商工会

【京都府の制度】
名 称 給付金の概要 給付額

京都府休業要請
対象事業者支援
給付金

【５月７日
　受付開始】

京都府の緊急事態措置に伴い、施
設の休止や営業時間の短縮の要請
等にご協力いただいた中小企業・
団体及び個人事業主に対して支援
給付金を支給。
・ 府内に事業所を有する中小企業・

団体及び個人事業主
・ 緊急事態措置の全ての期間（４/ 

18～５/６）のうち、遅くとも４/ 
25午前０時から５/６まで連続し
て、休止等の対応を実施した者

中小企業・団体
20万円

個人事業主
10万円

【相談先】
休業要請対象事業者支援給付金コールセンター（申請手続きを案内）
TEL：075-706-1300（平日９:00～17:00）

対象者及び
対象事業 対象経費 補助率及び上限額

２以上の事業者
による「中小企
業グループ
又は　組合が共
同で行う新たな
取組

・材料費、消耗品費
・直接人件費（役員除く）
・外注費、委託費　等

補助率：２/３
上限：１グループ
最大500万円

（20万円×事業者
数）＋グループ共
通費

【相談先】公益財団法人京都産業21
事業支援部　TEL：075-315-8590　又は各商工会

【京都府の制度】
府の制度

【令和２年５月７日～８月31日
　　　　　　　　　　（延長の場合あり）】

「新型コロナウイルス対策企業等緊急応援補助金
　＜企業グループ支援“助け合いの輪”推進＞」
　《取組例》
　　・ テイクアウトメニューを始めた飲食店が

共同でチラシ作成や容器資材を購入
　　・ 商店街組合が共同で各種商品の 

宅配サービスを開始　など

◆事業所への給付金

◆事業所への補助金

◆融資

　新型コロナウイルスの影響を受ける事業者の皆様に対する国や京都府の主な支援制度は下記のとおりです。
　詳細につきましては、各制度の下部に記載の【相談先】へお問い合わせください。

　

今
年
度
は
、「
経
営
革
新
計
画
」
の
認
定
企
業

1
社
、「
経
営
力
向
上
計
画
」
の
認
定
１
社
、「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
の
採
択
２
社
の

計
４
社
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
事
業
は
、「
経
営
革
新
計
画
」、「
京
都
府

中
小
企
業
応
援
条
例
」、「
知
恵
の
経
営
報
告
書
」、

「
中
小
企
業
も
の
づ
く
り
高
度
化
法
」
に
よ
る
「
特

定
研
究
開
発
等
計
画
」
等
の
認
定
を
受
け
た
企
業
、

「
革
新
的
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
支

援
補
助
金
」、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」、

「
京
都
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
支
援
事
業

補
助
金
」
等
の
交
付
決
定
を
受
け
た
企
業
の
事
業

計
画
の
推
進
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
時
代
の
流

れ
を
見
据
え
、先
駆
的
な
業
務
改
善
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
自
社
の
特
徴
を
把
握
し
、
地
域
の
需
要
に
的

確
な
対
応
を
行
う
中
小
企
業
に
対
し
、
各
種
施
策

の
認
定
・
承
認
及
び
補
助
金
の
交
付
決
定
後
の
計

画
達
成
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
着
実
な
伸
展
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

顕
彰
事
業
評
価
委
員
会
で
は
、
上
記
の
施
策

の
主
旨
に
沿
い
な
が
ら
、
１
．
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
部

門
、
２
．コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ト
部
門
、
３
．

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
部
門
の
３
つ
の
顕
彰
部
門
を
設

け
、そ
れ
ぞ
れ
①
計
画
達
成
度
、②
課
題
克
服
度
、

③
将
来
期
待
度
、
④
事
業
継
続
性
の
基
準
に
よ

り
評
価
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
経
営
革
新
計
画
や
経
営
力
向
上

計
画
等
の
作
成
を
通
じ
て
、
自
社
の
発
展
的
な

事
業
計
画
を
策
定
さ
れ
新
規
顧
客
の
開
拓
や
新

分
野
進
出
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
や
、
自
社
の

独
自
領
域
で
の
強
み
を
発
揮
さ
れ
よ
う
と
す
る

取
組
み
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
経

営
革
新
計
画
の
認
定
、
各
種
補
助
金
の
交
付
決

定
は
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ
り
、
企
業
と
と
も
に
商
工
会
の
経
営
支
援

員
が
伴
走
支
援
を
す
る
中
で
着
実
な
成
果
を
出

し
て
い
る
こ
と
が
革
新
的
企
業
と
し
て
顕
彰
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
企
業
の
取
組
み
は
、「
組
織
の
柔

軟
性
」「
機
動
力
」「
サ
ー
ビ
ス
力
」
な
ど
の
中

小
企
業
で
あ
る
こ
と
の
強
み
を
活
か
し
、
経
営

革
新
に
取
り
組
む
こ
と
の
意
義
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
多
く
の
中
小
企
業
の
指
針
に
な
る
も
の

と
い
え
ま
す
。
今
回
の
顕
彰
事
業
が
、
中
小
企

業
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
強
く
望
む
次
第
で
す
。

株
式
会
社
ガ
ル
ー
ダ
精
工

【
大
賞
】

支
援
テ
ー
マ
： 

新
規
顧
客
獲
得
の
た
め
の
販
売

促
進
活
動
お
よ
び
情
報
発
信
手

法
等
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援

　
「
経
営
力
向
上
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
規
顧
客
獲
得
お
よ
び
情
報
発
信
等
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
を
課
題
と
し
て
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
既
存
の
大
口
顧
客
へ
の
依
存
度
を

低
く
す
る
た
め
に
、
新
規
顧
客
の
開
拓
を
目
標

と
さ
れ
ま
し
た
が
、
よ
り
確
実
性
の
高
い
既
存

顧
客
の
深
耕
開
拓
を
優
先
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
新
規
の
設
備
投

資
に
つ
い
て
も
投
資

効
果
の
妥
当
性
を
確

認
さ
れ
、
資
金
調
達

も
商
工
会
の
支
援
の

も
と
円
滑
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
に

よ
り
、「
経
営
力
向
上

計
画
」
を
策
定
し
た

当
時
よ
り
実
績
が
計

画
を
上
回
り
、
数
値
目
標
を
上
方
修
正
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
環
境
の
改

善
に
も
着
手
さ
れ
、
多
台
持
ち
・
多
能
工
化
も

推
進
さ
れ
若
手
技
術
社
員
の
増
員
も
実
現
さ
れ
、

成
長
戦
略
を
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

若
手
経
営
者
の
誠
実
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

技
術
力
向
上
へ
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
大
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

若
手
技
術
者
の
育
成
と
的
確
な
設
備
投
資
を
通

じ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業

の
成
長
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

ア
ド
バ
ン
ス
レ
ザ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

【
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
部
門　

最
優
秀
賞
】

支
援
テ
ー
マ
： 

縫
製
工
場
兼
店
舗
オ
ー
プ
ン
と

特
殊
ミ
シ
ン
導
入
に
伴
う
新
規

顧
客
獲
得

　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
の
採
択
を

受
け
、
新
た
に
開
設
さ
れ
た
縫
製
工
場
兼
店
舗
の

周
知
を
行
う
た
め
に
、
オ
ー
ナ
ー
兼
職
人
で
あ
る

事
業
主
自
身
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
る
こ
と
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
自
店
の
強
み
、

お
客
様
に
提
供
す
る
価
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
反
映
し
、
且
つ
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

と
し
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
効
果
的
に
運
用
さ
れ

ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
鞄

を
あ
な
た
に
合
わ
せ
る
」
と
し
、
鞄
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
古
い
着
物
の
鞄
へ
の

リ
メ
イ
ク
な
ど
共
通
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
進
め
ら

れ
、
実
店
舗
と
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
認
知
度
を
高

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
高
め
る
取
組
み
に
よ
り
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
部
門

に
お
け
る
最
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
106
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
地
域

に
密
着
し
京
都
か
ら
世
界
へ
、
更
な
る
挑
戦
に
よ

る
事
業
の
成
長
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

株
式
会
社
村
山
木
工

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ト
部
門　

最
優
秀
賞
】

支
援
テ
ー
マ
： 

新
た
な
受
注
形
態
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
開
発
に
よ
る
経
営
革
新
に
つ
い
て

　

４
年
前
に
認
定
を
受
け
た
経
営
革
新
計
画
に

よ
り
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
室
内
装
飾
向
け
の
指
物
・

切
子
の
建
築
用
内
装
パ
ネ
ル
の
事
業
展
開
も
順

調
に
推
移
し
て
い
る
中
、
大
口
の
受
注
に
よ
る

資
金
繰
り
の
課
題
を
解
消
す
べ
く
新
た
に
商
品

の
回
転
効
率
の
良
い
個
人
向
け
の
照
明
器
具
や

装
飾
品
な
ど
の
定
番
商
品
を
開
発
し
製
造
、
販

売
を
行
う
経
営
革
新
の
計
画
を
新
た
に
策
定
さ

れ
ま
し
た
。老
舗
百
貨
店
の
新
規
開
拓
も
成
功
し
、

他
の
百
貨
店
外
商
ル
ー
ト
の
確
立
を
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
京
都
産
の
木
材
を
使
用
し
、
地
域

資
源
の
活
用
に
精
力
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

若
手
職
人
を
採
用
、
育
成
す
る
こ
と
で
、「
京
北

に
伝
統
工
芸
産
業
ビ
レ
ッ
ジ
を
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
取
組
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー

ス
ト
部
門
の
最
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

若
手
職
人
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育

成
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
事
業

の
成
長
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

革
新
企
業
支
援
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
全
体
講
評

顕
彰
企
業
評
価
委
員
会
　
委
員
長
　
松
野
　
修
典

新型コロナウイルスに関する事業所向け支援制度

令和元年度　京都府商工会連合会
顕彰企業評価委員会（結果概要）

日　時　　令和２年３月９日（月）13：30～16：00
場　所　　京都経済センター　６-A　会議室
委　員　　顕彰企業評価委員６名
内　容　　４企業の取組み成果の発表。

質疑応答を行い、委員の協議により評価顕彰しました。

商工会 事業所 代表者 テーマ

大　賞 京田辺市
商工会

株式会社
ガルーダ精工

代表取締役
細 川  スサント

新規顧客獲得のための販
売促進活動および情報発
信手法等のマーケティン
グ支援

オンリー
ワン
部門
最優秀賞

八幡市
商工会

（山城 BSC）

アドバンス
レザー
ファクトリー

庫　本　　　亮
縫製工場兼店舗オープン
と特殊ミシン導入に伴う
新規顧客獲得

コミュニ
ティー ･
ベースト
部門
最優秀賞

京北商工会 株式会社
村山木工

代表取締役
村　山　伸　一

新たな受注形態、ブラン
ディング開発による経営
革新について

イノベー
ティブ
部門
最優秀賞

久御山町
商工会

西田製凾
株式会社

代表取締役社長
斉　藤　昌　彦

オリジナル災害対策用品
の販路開拓

西
田
製
凾
株
式
会
社

【
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
部
門　

最
優
秀
賞
】

支
援
テ
ー
マ
：
オ
リ
ジ
ナ
ル
災
害
対
策
用
品
の
販

路
開
拓 

　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
の
採
択
を

受
け
、
令
和
元
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
危
機
管

理
産
業
展
示
会
に
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
災
害
対
策
用

品
を
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
会
出
展
後
の
営

業
ア
プ
ロ
ー
チ
の
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
れ
、
順
調
に

顧
客
獲
得
を
進
め
ら
れ
、年
間
売
上
目
標
額
を
７
ヵ

月
目
で
達
成
さ
れ
、
そ
の
後
も
出
展
商
品
の
技

術
を
基
に
新
製
品
の
開
発
打
診
を
３
社
か
ら
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
製
品
開
発
は
、

自
社
の
強
み
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
部
門
の
最
優

秀
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
自
社
の

技
術
力
、
営
業
力
に
磨
き
を
か
け
、
新
市
場
・

新
分
野
の
開
拓
に
よ
る
成
長
発
展
に
よ
り
地
域

に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
「
情
報
発
信
」

の
重
要
性
が
よ
り
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
会
社
と
、
知
ら
れ
て
い
な

い
会
社
。
そ
の
差
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
中

で
重
要
な
の
は
、
情
報
戦
略
に
よ
る
「
タ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
」
と
「
情
報
導
線
」
で
す
。

　

以
前
私
は
、
自
動
車
板
金
塗
装
業
の
Ｈ
社

を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｈ
社
の

情
報
戦
略
は
そ
れ
ま
で
、
か
な
り
以
前
に
製

作
し
た
古
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
み
で
し
た
。

仕
事
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
保
険
会
社
か
ら

の
依
頼
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
ま
わ
っ
て
き
た

仕
事
が
中
心
の
た
め
、
利
益
率
が
低
い
こ
と

が
課
題
で
し
た
。

　

Ｈ
社
を
取
り
巻
く
「
情
報
戦

略
」
は
、
こ
の
状
態
だ
と
ほ
ぼ

無
い
に
近
い
状
態
と
言
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
受

動
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
小

規
模
企
業
の
場
合
、
自
社
を
直

接
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
す
。

つ
ま
り
、
新
た
な
顧
客
に
見
て

も
ら
え
る
可
能
性
は
非
常
に
少

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
検
索
エ

ン
ジ
ン
で
上
位
に
表
示
さ
せ
る

「
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
」
も
、
地
域
密

着
型
の
企
業
だ
と
効
果
を
狙
う

の
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

ま
ず
私
は
、
Ｈ
社
と
の
間
で
ゴ
ー
ル
設
定

を
行
い
ま
し
た
。
ど
う
な
れ
ば
、
今
回
の
情

報
戦
略
が
成
功
と
言
え
る
の
か
、
で
す
。
ゴ
ー

ル
は
、
保
険
会
社
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
通
さ
ず
、

個
人
の
お
客
様
側
が
自
ら
選
ん
で
、
自
社
に

自
動
車
の
修
理
・
塗
装
な
ど
を
依
頼
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
と
し
ま
し
た
。
こ

の
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
「
個
人
の
お
客
様
」
に
対
し
て
タ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
見
込
み
顧
客
や

既
存
顧
客
に
対
し
、
自
社
の
何
ら
か
に
「
触

れ
て
も
ら
う
機
会
」
の
こ
と
で
す
。
自
社
の

社
員
に
出
会
っ
て
話
を
聞
い
て
も
ら
う
の
は

も
ち
ろ
ん
、facebook

やInstagram

で
自
社

の
投
稿
を
見
て
も
ら
え
た
、
と
い
う
の
も
タ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

Ｈ
社
は
比
較
的
交
通
量
の
多
い
国
道
か
ら

見
え
る
場
所
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、少
し
奥
ま
っ

た
場
所
に
あ
り
、
板
金
工
場
は
国
道
か
ら
は

見
え
な
い
た
め
、
遠
く
か
ら
見
て
い
る
と
何

屋
さ
ん
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
社
屋
か
ら
ほ
ど
近
い
国
道
沿
い
に
「
野

立
て
看
板
」
を
立
て
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

か
つ
、
看
板
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
看

板
が
何
ら
か
の
印
象
を
与
え
、
記
憶
に
残
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｈ
社
は
後
継
者
で
あ
る
社
長
の
息
子
さ
ん

が
若
い
人
だ
っ
た
の
で
、
看
板
に
本
人
の
写

真
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
間
の

顔
と
い
う
の
は
、
目
を
引
き
や
す
く
、
か
つ

実
際
に
仕
事
を
す
る
本
人
な
の
で
、
記
憶
性

が
高
い
の
で
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
通

さ
な
い
こ
と
で
中
間
マ
ー
ジ
ン
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、

通
常
よ
り
安
く
で
き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
た

め
、
文
言
と
し
て
「
工
場
直
プ
ラ
イ
ス　

キ
ズ
・

ヘ
コ
ミ
・
事
故
修
理
」と
大
き
く
掲
載
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
社
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
自
分

た
ち
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
、
と
い
う
意

欲
が
あ
っ
た
の
で
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
も「
お

客
様
メ
リ
ッ
ト
」
を
５
つ
に
整
理
し
、
掲
載

す
る
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。
か
つ
、
Ｈ
社

は
非
常
に
歴
史
の
あ
る
会
社
で
あ
り
、
自
動

車
修
理
実
績
も
多
数
。
こ
れ
を
ス
ト
レ
ー
ト

に
伝
え
る
た
め
に
「
創
業
63
年　

修
理
実
績

５
３
︐０
０
０
台
以
上
」
と
掲
載
す
る
よ
う
に

提
案
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
看
板
に
も
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
戦
略
に
よ
り
、
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
と
情
報
導
線
が
リ
ン
ク
し
ま
し
た
。
情
報

導
線
と
は
、
自
社
を
知
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ

か
ら
、
買
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で
の
流

れ
＝
導
線
を
ひ
く
こ
と
で
す
。
今
回
だ
と
、

①
野
立
て
看
板
で
偶
然
Ｈ
社
を
知
る
→
②
修

理
が
必
要
な
際
、
思
い
出
す
→
③
Ｈ
社
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
検
索
し
て
詳
し
く
知
る
と
い
う

流
れ
で
す
。
①
の
野
立
て
看
板
が
な
け
れ
ば
、

③
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
効
果
も
半
減
す
る
こ

と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
Ｈ
社
は
幸
い
、

こ
れ
ら
の
戦
略
に
よ
っ
て
、
新
規
の
個
人
客

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

御
社
も
ぜ
ひ
一
度
、「
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
情
報
」
と
「
買
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
」

を
分
け
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
回
の

事
例
は
野
立
て
看
板
で
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
は
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
の
に

有
効
で
す
し
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
で
、
い
か
に
自
社
の
深
い
部
分
を
知
っ

て
も
ら
え
る
情
報
に
誘
導
す
る
か
。
こ
れ
が

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

は
ず
で
す
。

専
門
分
野
に
基
づ
い
た 

エ
キ
ス
パ
ー
ト
支
援
事
例
紹
介

経
営
に
関
す
る
諸
問
題
、
一
人
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

商
工
会
の
経
営
支
援
員
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
応
援
し
ま
す
!!

シリーズ

【令和２年度　中小企業応援隊委嘱状交付対象者】
団　体　名 氏　名

長岡京市商工会 野　口　和　秀

長岡京市商工会 奥　川　貴　也

木津川市商工会 森　井　重　行

木津川市商工会 小水流　和　人

和 束 町 商 工 会 眞　鍋　貴　志

南 丹 市 商 工 会 野々松　秀　明

福知山市商工会 谷　口　和　也

　

毎
年
４
月
に
京
都
府
が
開
催
さ
れ
る「
中

小
企
業
応
援
隊
」
委
嘱
状
交
付
式
で
す
が
、

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
に
よ
る
委
嘱
状

交
付
が
行
わ
れ
、
本
年
度
新
た
に
７
名
の

経
営
支
援
員
が
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。「
中

小
企
業
応
援
隊
」
と
し
て
、
今
後
、
府
内

の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
の
安
定

と
成
長
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
応
援
隊
」

本
年
度
委
嘱

株式会社アイデンティティブランディング
ブランドコンサルタント×クリエーター

大
おお

江
え

 祐
ゆう

介
すけ

 氏

事例写真

［無料］で
利用できる

専門家派遣制度を
ご活用下さい！

令和２年度  制度改正に伴う専門家派遣等事業　
【
無
料
】
で
【
利
用
時
の
負
担
も
少
な
い
】

専
門
家
派
遣
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

・
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
繋
が

る
「
働
き
方
改
革
」
関
係

・
売
上
や
利
益
率
U
P
に
繋
が
る
「
生
産
性
向

上
」
関
係

・
収
益
悪
化
や
資
金
繰
り
悪
化
に
も
繋
が
っ
て

し
ま
う
「
税
制
」
関
係

・
そ
の
他
「
民
法
改
正
関
係
」
や
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
」、「
H
A
C
C
P
関
係
」

な
ど
な
ど

　

制
度
改
正
に
伴
い
今
後
取
り
組
む
必
要
性
が

高
い
【
経
営
課
題
】
を
【
簡
単
】
に
【
解
決
】

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
！

　

加
え
て
、取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い【
助
成
金
】

や
【
補
助
金
】
に
つ
い
て
も
、
上
記
に
付
随
す

る
場
合
は
、【
支
援
可
能
】な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

従
業
員
の
定
着
や
、
売
上
・
利
益
の
確
保
や
拡

大
の
た
め
の
生
産
性
向
上
、
法
律
順
守
へ
の
対

応
な
ど
、
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
だ
け
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
に
向
け
て
、

経
営
課
題
に
詳
し
い
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
す
。

　

事
業
継
続
・
発
展
に
必
要
な
知
識
の
獲
得
や

対
策
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
商
工
会
の
経

営
支
援
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

事
業
者
さ
ん
に
【
寄
り
添
っ
た
支
援
を
徹
底
】

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

よろしくお願い致します!!

・�働き方改革対応（時間外労働の上限対応、同一労働同
一賃金、年次有給休暇の取得）
・�生産性向上（事業収益の確保、従業員の確保と活用、
業務効率化、経営管理）
・税制（価格転嫁対策、インボイス対応）
・�その他政策課題への対応（新型コロナウイルス感染症
関係、民法改正、HACCP、健康増進法、レジ袋有料化）

◎支援テーマ◎

令和２年４月～令和３年１月
◎実施期間◎

1.�商工会の経営支援員へご相談（電話、窓口、巡回時など）
2.�事業所もしくは商工会で専門家によるサポート実施

◎利用の流れ◎

無料
※４回（１回２時間）まで利用可能

◎利用料金◎

新
規
客
を
獲
得
す
る
情
報
戦
略

〜
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
と

　
　
　
　
情
報
導
線
を
考
え
よ
う
〜
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連合会必着

さ
つ
ま
い
も

「
ま
い
こ
金
時
」の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
所
：
山や

ま

野の

農の
う

園え
ん

事
業
主
：
山や

ま

野の

賢け
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
代
表
）

商
工
会
：
京
丹
後
市
商
工
会

　
「
京
丹
後
は
砂
丘
地
が
多
い
け
ど
、
空

気
も
水
も
き
れ
い
で
お
米
も
野
菜
も
と
て

も
美
味
し
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
多
く
の
人

に
食
べ
て
も
ら
っ
て
、
京
丹
後
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
全
国
的
な
ブ
ラ

ン
ド
に
し
て
い
き
た
い
！
」
と
の
思
い
で

地
元
の
若
手
農
家
と
一
緒
に
砂
丘
畑
で
も

育
つ
さ
つ
ま
い
も
の
品
種
を
探
し
、
何
年

も
品
種
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ

し
て
完
成
し
た
の
が
当
農
園
の
自
信
作
、

「
ま
い
こ
金
時
」
で
す
。

　

し
か
し
、
私
を
含
め
た
農
家
仲
間
は
お

米
や
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
に
は
長
け
て

い
て
も
ど
う
や
っ
て
販
売
し
て
い
け
ば
よ

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の

店
舗
に
も
営
業
に
回
り
ま
し
た
が
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
の
活
用
を
勧
め
て
も
ら
い
、
作

業
所
前
に
直
売
所
を
開
設
、
看
板
の
設
置

に
よ
る
当
園
お
よ
び
「
ま
い
こ
金
時
」
の

ブ
ラ
ン
ド
発
信
！
第
一
弾
を
試
み
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
観
光
客
や
地
元
住
民
等
が
看

板
を
見
て
直
売
所
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
地
元
商
工
会
が
企
画
し
た
海
外

の
商
談
会
に
も
出
店
す
る
機
会
も
得
て
輸

出
量
も
増
え
、
今
で
は
生
産
が
追
い
つ
く

か
心
配
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
元
農
家
と
の
連
携
の
輪
を
広

げ
つ
つ
、
生
産
量
の
拡
大
や
新
た
な
加
工

品
開
発
と
い
っ
た
第
二
弾
、
第
三
弾
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用
事
例

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
地
道
な
販
路
開
拓
支
援
事
業

若い事業主（山野賢一郎氏）

令和２年度に実施される小規模事業者持続化補助金について
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、「一般型」と「コロナ特別対応型」の二つの持続化
補助金を実施中です。
　以下に二種類の補助金の概略を記載します（詳細はそれぞれの公募要領をご覧ください）
　きわめて有用かつ有利な補助金であるため、皆様の積極的な活用をお待ちしております。
　詳しくは、最寄りの商工会にお問い合わせ下さい。

一般型 コロナ特別対応型

申請要件 • 地道な販路開拓の取り組み
• 一定要件の下で行う業務効率化の取組

・ 新型コロナウイルス感染症の影響を乗り越えるため
の取組

　（公募要領記載のA、B、C類型の取組を軸に据えること）

補助率 ２/３ ３/４または２/３

補助上限額 50万円（特定の条件に当てはまる場合は100万円） 100万円

応募締切
第３回受付締切：
　2020年10月２日（金）消印有効
第４回受付締切：
　2021年２月５日（金）消印有効

第３回受付締切：
　2020年８月７日（金）必着
第４回受付締切：
　2021年２月５日（金）必着

その他 加点要素あり
過去採択の申告あり

一定要件のもと、概算払可能

今年度の特例（共通） 別枠で事業再開枠あり（一定要件のもと、補助率100％、上限50万円　特例事業者はさらに50万円まで加算可能）
併願は可能（両方採択の場合は一方は取り下げること）

連合会必着

 

直売所前に設置した看板

甘みの豊富な「まいこ金時」

私たち11人の弁護士は
皆さんができるだけ安心して生活できるよう、
また、会社の経営ができるように日々 努力しています。

2020年度（令和２年度）
子ども·子育て拠出金率改定のご案内
＜適用開始＞

2020年（令和２年）４月１日
（５月納付分（４月分保険料））

＜改定内容＞
※ 子ども・子育て拠出金は事業主の負担のみと

なります。従業員の負担はありません。

 改定前 改定後

子ども・子育て
拠出金率

3.4／1000
（事業主：3.4／1000）

3.6／1000
（事業主：3.6／1000）
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京都府指定有形文化財「旧加悦町役場庁舎」が
リニューアルオープンしました!!

　この度、「旧加悦町役場庁舎」は、耐震補強などの令和の大修
理を終えて、リニューアルオープンしました。
　建築から90年が経ち、正面玄関の車寄せと１階床下部分の腐食・
蟻害が著しく危険な状態でした。また、耐震的な安全性を確認す
ることができず、２階建ての建物は、１階の一部分しか使えない
状況でした。そうした状況の中でも、「この庁舎を残したい、活
用したい」という地域住民の要望が強く、令和元年に大規模な保
存活用改修工事が実施され、約一年間の修理期間を経て、令和２
年４月１日より再開となりました。
　この大修理によって、２階旧議場の格縁天井、大津壁、建具が復元され、当時の雰囲気が再現されました。

　「旧加悦町役場庁舎」は、国の重要伝統的建造物群保存地区「ち
りめん街道」の北端に位置します。
　元々あった役場が昭和２年の丹後大震災で倒壊し、同じ場所に
昭和４年に立て直された木造の洋風建築物です。この建物は、震
災の復興そして近代化のシンボルとして親しまれてきました。当
時の最新の技術と工法が用いられた耐震的な建築物は、近代建築
史上貴重な遺構であり、また、近世以来の伝統的なちりめん街道

の景観に欠くことのできない重要な要素でもあります。
　平成29年、当地域は、丹後ちりめんにまつわるストーリー性があ
るとして「日本遺産（300年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊）」
に登録されました。この旧加悦町役場庁舎をはじめ、ちりめん街道、
旧尾藤家住宅はその構成文化財であり、見学することができます。
　与謝野町へお越しの際は、ぜひ、ちりめん街道へお越しいただき、
旧加悦町役場庁舎へお立ち寄りください。

シリーズ わがまち
与謝野町
与謝野町商工会

●〒629-2312
　京都府与謝郡与謝野町字四辻150
　TEL 0772-43-1020
　FAX 0772-42-0737

一
筆
啓
上
商
工
会
長
シ
リ
ー
ズ

　

長
岡
京
市
商
工
会
は
、
昨
年
に
お
か
げ
さ
ま
で
創
立

20
周
年
と
な
り
、
会
員
企
業
様
を
は
じ
め
役
員
様
、
関

係
行
政
機
関
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
市
は
、
阪
急
・
Ｊ
Ｒ
の
電
鉄
路
線
や
名
神
高
速
な

ど
が
走
り
、
大
阪
、
京
都
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で
あ
り
、

ま
た
、
天
王
山
に
繋
が
る
西
山
の
豊
か
な
自
然
や
、
古

く
は
古
都
長
岡
京
と
し
て
栄
え
た
街
で
自
然
環
境
と
歴

史
あ
る
地
で
す
。

　

特
に
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」

の
主
人
公
明
智
光
秀
の
ゆ
か
り
の
あ
る
地
と
し
て
、
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
歴
史
文
化
に
触
れ
る
に
は
絶
好
の

機
会
で
し
た
が
、
世
界
的
な
規
模
で
の
新
型
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
街
中
は
閑
散
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
度
の
感
染
症
は
社
会
生
活
、
経
済
活
動
に
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
中
小
・
小
規

模
事
業
者
は
大
変
な
危
機
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
由
な
経
済
活
動
が
困
難
に
な
る
中
、
経
済
団
体
で
あ

る
商
工
会
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
に
今
こ
そ
そ

の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
時
と
認
識
し
て
お
り
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
行
い
、
地
元
の
事

業
者
を
支
え
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
か
ら
は
感
染
症
対
策
の
特
設
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
資
金
繰
り
に
関
す
る
相
談
等
で
経
営
相
談
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
が
、
収
束
後
を
見
据
え
、
知
恵
を
出
し

合
い
創
意
工
夫
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
づ
く
り
を
模

索
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
、ま
ち
の
未
来
を
展
望
し
、結
束
す
る
と
き
で
す
。

　

会
員
一
丸
と
な
り
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
未
来
を
見

据
え
た
戦
略
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
準
備
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

長
岡
京
市
商
工
会　

会
長　

小
田�

智
史

京都府

与謝野町 旧加悦町役場庁舎（外観）

２階（旧議場）

旧尾藤家住宅（外観）


